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研究の結果をまとめたものであり、次の 4 章から構成されている。 
 
 第 1 章では本研究の背景となる高エネルギーX 線 CT 装置の適用例と課題について述べた。また、高エネルギーX
線 CT 装置の高性能化するために重要となる X 線エネルギースペクトルの測定方法を確立すること、および CT 画像
の分解能以下の精度で形状計測を行う方法を研究の目的とすることを述べた。 
 








 第 3 章では、再使用観測ロケットエンジン燃焼室の形状変化を捉えるために開発した CT 画像解析手法について述
べた。解析対象としたエンジン燃焼室の冷却溝の内側板厚は約 1mm で 200 本程度がエンジンの周方向に配置されて




ンの技術実証のための燃焼試験シリーズに併せて合計 4 回の CT 撮像を実施したことにより、燃焼試験前に比べて燃
焼室の収縮部において有意なレベルの板厚変化が生じていることを捉えることに成功した。 
 第 4 章では以上の成果を統括するとともに、今後の展望についてもまとめた。 
 
 以上のように、本論文は、産業用 X 線 CT 装置を高度化する方法を提案するものであり、今後幅広く適用される
ことが期待できる。 
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
